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紀の海クリーンセンターへのごみ搬入量　（令和7年度） 単位：t
海南市 紀の川市 紀美野町 計

可燃ごみ 13,072.649 14,498.510 1,702.011 29,273.170 
資源ごみ 2,376.340 377.780 2,754.120 

計 13,072.649 16,874.850 2,079.791 32,027.290 

ごみ焼却量と排ガス等（令和７年度） 単位：t
1系焼却炉 2系焼却炉

年間総量 月平均量 年間総量 月平均量
15,532.66 1,294.39 14,297.52 1,191.46 

ダイオキシンの状況（令和7年度） 単位：ng-TEQ/㎥ N
測定月 ４月 ７月 11月 1月 自主基準 国基準

１系焼却炉 0.0110 0.0250 0.0072 0.0058 0.05 1.0２系焼却炉 0.0021 0.0120 0.0010 0.0029 

水銀の状況（令和7年度） 単位：μg/㎥N
測定日 ４月 ７月 11月 1月 自主基準 国基準

１系焼却炉 0.3 2.4 0.2 2.1 30 50２系焼却炉 1.8 5.6 13.0 4.6

施設見学の状況（令和７年度）
団体数　　21団体
人数　　　653人
施設見学は、事前に電話で問い合わせのうえ、お申込みください。

紀の海クリーンセンターは、紀の川市、海南市、紀美野町の３市町の広域で構成する施設です。

■直接持込ごみの受入日及び受入時間
　【受 入 日】月曜から土曜日（１月１日から３日を除く）
　【受入時間】９時から16時
■ごみ処理手数料
　【家 庭 廃 棄 物】可燃ごみ・資源ごみ　10㎏あたり 　50円
　【事業系一般廃棄物】可燃ごみ　　　　　　10㎏あたり　100円　の手数料が必要です。

紀の海クリーンセンターの
運営状況等について

紀の海HP

問　紀の海クリーンセンター
　　（紀の海広域施設組合）
　　℡ ０７３６‐６６‐１８１３

排気ガス（令和７年度） 1系焼却炉 2系焼却炉 自主基準 国基準最大値 平均値 最大値 平均値
ばいじん（mg/㎥Ｎ） 1.9 0.3 1.1 0.4 10 80 
硫黄酸化物（ppm） 17.9 11.9 17.9 11.3 20 4100 
塩化水素（ppm） 44.9 29.7 44.9 29.6 50 430 
窒素酸化物（ppm） 43.5 29.2 44.6 29.6 50 250 
一酸化炭素（ppm） 26.7 8.5 26.7 3.9 30 100 

令和８年度当初予算　歳入（単位：千円） 令和８年度当初予算　歳出（単位：千円）
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農
山
村
地
域
で
の
起
業
等
を
通
し
て
豊
か

な
暮
ら
し
を
目
指
す
若
者
を
応
援
す
る
「
き

み
の
地
域
づ
く
り
学
校
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
座
学
編
第
２
回
は
「
地
域
資
源
を

活
用
し
た
農
業
の
新
た
な
展
開
」
と
題
し
、

生
産
だ
け
で
は
な
い
多
様
な
実
践
事
例
か
ら

農
業
の
も
つ
幅
広
い
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

■
日
程　
６
月
20
日
（
土
）

■
場
所　
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
義
内
容

①
和
歌
山
大
学　
教
授　
岸
上 

光
克 

氏

　
「
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
と
農
山
村
」

②
善
兵
衛
農
園　
代
表　
井
上 

信
太
郎 

氏

　
「
関
係
人
口
の
種
を
蒔
く
、
地
域
農
業
の

可
能
性
」

③
西
岡
農
園　
代
表　
西
岡 

靖
倫 

氏

　
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
面
白
い
楽
し
い
と

思
わ
れ
る
農
業
の
実
践
」

■
受
講
料　
１
講
義
２
，５
０
０
円

　
1
回
（
３
講
義
）
６
，０
０
０
円

■
申
込
方
法　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　
６
月
４
日
（
木
）

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
で
す
か
？
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」

と
は
、多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た
め
に
、

副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、
き
ち
ん
と
薬
が
飲

め
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で

す
。
単
に
服
用
す
る
薬
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
齢
な
ど
に
よ
り
内
臓
の
働
き
が
弱
く

な
っ
て
く
る
と
、
薬
の
分
解
や
、
体
外
へ
の

排
出
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
薬
同
士
が
影
響
し
合
い
、
効
き
す
ぎ

た
り
、
効
か
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
た
だ
薬
の
量
を
減
ら
せ
ば
い
い
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
や
薬
剤
師
な

ど
の
専
門
家
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
お
薬
手
帳
は
１
冊
に
ま
と
め
、
受

診
さ
れ
る
時
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
、
積
極
的

に
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

紀
美
野
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
５
日(

金)

　
　
　

10
時
か
ら
15
時

【
場
所
】
紀
美
野
町
役
場
本
庁
１
Ｃ
会
議
室

問　

総
務
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
２

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま

す
。日

本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方

に
対
し
て
、
訪
問
、
電
話
、
書
面
に
よ
り
早

期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収

の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義

務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
等
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民
年

金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

住
民
課

　
　
℡ 
４
８
９
‐
５
９
０
３

　
　
和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　
℡ 

４
４
７
‐
１
６
６
０

令
和
９
年
度
か
ら
３
年
間
の
介
護
保
険
事

業
の
基
盤
と
な
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
・

老
人
福
祉
計
画
」及
び「
障
害
者
福
祉
計
画
」

を
見
直
す
た
め
、
両
計
画
の
策
定
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。

委
員
会
は
、
主
に
保
健
・
福
祉
・
医
療
関

係
者
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す

が
、
町
民
の
方
か
ら
も
広
く
ご
意
見
を
お
聞

き
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
、

保
健
・
福
祉
・
医
療
に
関
心
の
あ
る
方

■
募
集
人
数　
１
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
介
護
等
に
関
す
る
作
文
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
応
募
方
法　
６
月
12
日
（
金
）
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校
座
学
編

第
2
回
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
薬
を
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

介
護
保
険
事
業
計
画
等
及
び
障
害
者
基
本

計
画
等
の
策
定
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

紀美野町HP

紀美野町HP
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生石高原の山開きが４月29日に行われました。
当日は、約500人の方々が参加し、午前10時から登山

者の安全祈願と自然への感謝の意味を込めた神事が執
り行われました。

その後、大自然の中での太鼓演奏（清流太鼓かなや
伝々）や餅まきが行われ、登山客や行楽に訪れた皆さ
んが新緑の高原を楽しんでいました。

年間約８万人が訪れる生石高原は、これから新緑の
季節を迎え、キャンプやハイキングも楽しめ、秋には
黄金色に輝くススキ草原の名所として、県内外から多
くの観光客でにぎわいます。

４月23日、紀美野町のかみふれあい公園において、「第１回日
韓合同パークゴルフ交流戦in和歌山 紀美野町」が開催されまし
た。当日はあいにくの雨となりましたが、日本40名、韓国40名の
計80名が参加し、36ホールにわたる交流戦が行われました。

参加者は互いに声を掛け合いながらプレーを楽しみ、競技を通
じて親睦を深められました。交流戦の後に開催されたセレモニー
ではプレゼント交換や記念撮影が行われ、笑顔あふれるひととき
となりました。

近年、韓国でパークゴルフの人気が上昇していることもあり、町では韓国からのツアー受入を進めています。
今年の秋には、さらに規模を拡大した交流大会の開催を予定しており、日韓交流の発展が期待されます。

●　令和８年経済センサス‐活動調査は、すべての事業所と企業が対象になります。
●　４月から５月下旬にかけてインターネット回答用の調査書類が郵送、または調査員が訪問し、調査書類

をお配りしています。
●　回答は、６月８日（月）までに、かんたん便利なインターネットでお願いします。
●　６月８日（月）までに回答が確認できない場合は、調査員が調査票の回収に伺います。
●　万一、調査書類が届いていない場合は、経済センサス担当窓口（企画管財課）へご連絡ください。
　みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

問　企画管財課　℡ ４８９‐５９１３

登山シーズン開幕！！
　　　　　　生石高原山開き

日韓80名が熱戦！パークゴルフ交流戦開催

経済センサス‐活動調査の回答はお済みですか？
回答は６月８日（月）までにお願いします

詳しくは、「経済センサス‐活動調査キャンペーンサイト」を
ご覧ください。　　https://www.e-census2026.go.jp/

問　産業課 
　　℡ ４８９‐５９０１

問　産業課 
　　℡ ４８９‐５９０１
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涼みどころを活用してください
紀美野町HP

問　保健福祉課
　　℡ ４８９‐９９６０

　今年も、紀美野町内の施設に「涼みどころ」を設置し、暑さが厳しい夏の熱中症対策の1つとして活用いた
だけます。

【指定施設一覧】
　①　紀美野町役場　本庁　１階ロビー　
　②　紀美野町総合福祉センター　１階・2階ロビー
　③　美里支所　１階玄関を入ってすぐ右側のスペース　
　④　文化センター　図書室

【期間】６月1日～９月30日まで（開設日時は各施設の運営日時に準じます）
　暑さを避けるために立ち寄れる場所として開放します。お気軽にご利用ください。
　施設の詳細は、右上の二次元コードからご確認ください。また、「涼みどころ」として指定する施設は今後
変更する場合があります。適宜、ホームページをご確認ください。

令和８年度の紀美野町国民健康保険税率が下表のとおり決定しました。
今回からは、従来の国民健康保険税(医療分・支援金分・介護分)に子ども・子育て支援金分を合算して納付

していただくこととなります。
令和８年度国民健康保険税の決定通知書は、７月中旬に送付します。

※「子ども・子育て支援金制度」は、全世代や企業の皆様から支援金を支援いただき、それによる子育て世帯
に対する支援の拡充を通じて、子どもや子育て世帯を社会全体で応援する仕組みです。

年　　度 所得割率 資産割率 均等割額 世帯割額 賦課限度額

８年度

医療分 ８.2％ 0％ 29,000円 2２,300円 67万円

後期支援金分 3.0％ 0％ 9,200円 6,700円 ２６万円

介護分 2.5％ 0％ 9,600円 5,800円 17万円

※子ども分 0.3％ 0％ 1,191円 766円 ３万円

【参考】
７年度

医療分 ８.０％ 5.0％ 2７,500円 22,300円 66万円

後期支援金分 2.6％ 1.0％ 8,700円 6,700円 ２6万円

介護分 2.3％ 1.0％ 9,100円 5,800円 17万円

国民健康保険税率等の改定について 問　税務課
　　℡ ４８９‐５９０５

紀美野町HP
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和歌山県後期高齢者医療制度の８・９年度の保険料率等（表１）が決定しましたのでお知らせします。
保険料は、被保険者に等しく負担していただく均等割額と、所得に応じて決まる所得割額の合計額となりま

す。今回からは、子ども・子育て支援金分を納付していただくこととなります。所得の少ない方には世帯の所
得状況に応じて７割、５割、２割の均等割額軽減制度があり、８年度は、軽減割合の引き上げ( ７割軽減)と対
象範囲の拡大(５割・２割軽減)を行います（表２）。なお、８年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

後期高齢者医療制度にご加入のみなさまへ
医療制度の保険料率等が改定されます

問　和歌山県後期高齢者医療広域連合
　　℡ ４２８‐６６８８
　　税務課　℡ ４８９‐５９０５ 紀美野町HP

後期高齢者医療制度に加入されている皆さまへ
ジェネリック医薬品（後発医薬品）
を活用しましょう

後期広域連合HP

問　和歌山県後期高齢者医療広域連合
　　℡ ４２８‐６６８８

５月下旬から６月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合、１か月の自己負担額が200円以上軽減
される可能性がある方を対象にジェネリック医薬品使用促進のご案内を送付しています。

患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック医薬品の使用をご検討ください。
※ジェネリック医薬品への切り替えを強制するものではありません。
※お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　かかりつけの医師又は薬剤師にご相談ください。

（表2）

（表1）

※令和８・９年度の医療分に限り、7.2割軽減となります。
　「子ども・子育て支援金制度」は、全世代や企業の皆様から支援金を支援いただき、それによる子育て世帯に対す
る支援の拡充を通じて、子どもや子育て世帯を社会全体で応援する仕組みです。

軽減割合 令和７年度【参考】 令和８年度

７割軽減
 ※ 43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）以下 43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）以下

５割軽減 43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
＋30.5万円×(被保険者数)以下

43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
＋31万円×(被保険者数)以下

２割軽減 43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
＋56万円×（被保険者数）以下

43万円＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
＋57万円×（被保険者数）以下

均等割額 所得割率 賦課限度額

令和８・９年度
（年間）

医 療 分 58,748円 10.36％ 850,000円

子 ど も 分 1,385円 0.25％ 21,000円

【参考】　令和７年度 54,428円 11.04％ 800,000円
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現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を
把

握
し
（
前
年
の
所
得
、
児
童
の
養
育
状
況
な

ど
）、
６
月
以
降
分
の
児
童
手
当
等
の
支
給

の
可
否
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

例
年
に
引
き
続
き
、
次
に
該
当
す
る
方
は

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当
し
な
い

方
の
届
出
は
不
要
で
す
。

【
届
出
が
必
要
な
方
】

■
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り
、
住
民
票

の
住
所
と
異
な
る
市
町
村
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方

■
紀
美
野
町
に
住
民
票
が
な
い
児
童
を
養
育

す
る
方

■
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
て
い
る

方
■
そ
の
他
、
紀
美
野
町
か
ら
提
出
の
案
内
が

あ
っ
た
方

　
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
に
は
６
月
に

現
況
届
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
期
日
ま
で
に
提
出

が
な
い
場
合
は
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

問　

子
育
て
推
進
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

第
１
回　
福
祉
・
介
護
・
保
育
の

就
職
フ
ェ
ア
わ
か
や
ま
の
開
催
に
つ
い
て

求
人
事
業
所
の
人
事
担
当
者
と
直
接
お
話

や
質
問
が
で
き
ま
す
。

や
り
が
い
の
あ
る
「
福
祉
の
仕
事
」
の
魅

力
に
ふ
れ
る
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
日　
時　
７
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

　
　
　
　
　
（
受
付　
13
時
～
）

■
会　
場　
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛

　
　
　
　
　
１
階　
大
ホ
ー
ル

問　

社
会
福
祉
法
人
和
歌
山
県
社
会
福
祉

　
　
協
議
会　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
「
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
」

　
　
℡ 

０
７
３
‐
４
３
５
‐
５
２
１
１

社会福祉法人HP

こ
ど
も
の
発
達
等
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、「
保

護
者
の
た
め
の
学
習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今

回
は
、
癒
し
の
音
楽
や
好
き
な
曲
を
聴

き
な
が
ら
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
会
を
開
催
し

て
、
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

【
日
時
】
６
月
24
日
（
水
）

　
　
　
13
時
～
15
時

【
場
所
】
居
場
所
「
き
み
の
ス
マ
イ
ル
」

　
　
　
紀
美
野
町
下
佐
々
７
２
８
番
地
１

【
対
象
者
】
こ
ど
も
の
行
き
渋
り
や
発
達
等

　
　
　
　

で
悩
ん
で
い
る
保
護
者

【
内
容
】
保
護
者
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　
　
（
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
の
語
り
合
い
）

【
参
加
費
】
1
人　
百
円

※
６
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
お
す
す
め
の
曲
の
Ｃ
Ｄ
等
あ
る

方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問　

子
育
て
推
進
課

　
　
（
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
℡ 
０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
５
９
１
０

５
月
１
日
よ
り
、
電
子
版
母
子
健
康
手
帳

「
き
み
の
ー
と
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
紀
美

野
町
の
子
育
て
に
必
要
な
情
報
を
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
妊
娠
中
や
子
育
て
中
の
日
々

の
記
録
や
大
切
な
思
い
出
の
保
存
に
お
使
い

く
だ
さ
い
。

※
従
来
の
紙
版
の
母
子
健
康
手
帳
と
の
併
用

と
な
り
ま
す
。

登
録
方
法

　
ア
プ
リ
ス
ト
ア
で「
母
子
モ
」と
検
索
し
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
郵
便
番
号
を
入
力
し

て
下
さ
い
。

問　

子
育
て
推
進
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

「
保
護
者
の
た
め
の
学
習
会
」

　
～
保
護
者
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
～

電
子
版
母
子
健
康
手
帳
「
き
み
の
ー

と
」
開
始
に
つ
い
て

有料広告

紀美野町HP

子
育
て
推
進
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

子
育
て
支
援
だ
よ
り

紀美野町HP

紀美野町HP
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歯
と
口
の
健
康
週
間

６
月
４
日
か
ら
10
日
は
歯
と
口
の
健
康
週

間
で
す
。
お
口
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
つ

な
が
り
ま
す
。
虫
歯
や
歯
周

病
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、

身
体
全
体
の
健
康
に
つ
い
て

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
口
が
不
潔
だ
と
肺
炎
リ
ス
ク
が
高
ま
る
】

食
べ
物
や
唾
液
が
誤
っ
て
気
管
に
入
る

「
誤
嚥
（
ご
え
ん
）」
が
起
こ
る
と
、
お
口
の

中
の
細
菌
が
肺
に
入
り
、

「
誤
嚥
性
肺
炎
」
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
高
齢
の
方
は

注
意
が
必
要
で
す
。

【
歯
周
病
は
全
身
の
病
気
に
影
響
し
ま
す
】

歯
周
病
に
よ
る
歯
茎
の
炎
症
で
で
き
た
物

質
が
血
液
に
乗
っ
て
全
身
を
巡
り
、
体
の
あ

ち
こ
ち
で
炎
症
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
～
11
時

　
　
　
　
　
６
月
３
・
10
・
17
・
24
日

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
健
康
に
つ
い
て

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

保
健
、
福
祉
、
介
護
、
認
知
症
な
ど
の
相

談
窓
口

健
康
相
談
の
お
し
ら
せ

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
マ
ダ
ニ
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

野
山
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ

と
で
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、
日
本
紅
斑
熱
、

ラ
イ
ム
病
な
ど
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。マ

ダ
ニ
は
民
家
の
裏
山
・
裏
庭
・
畑
な
ど

身
近
な
場
所
に
も
生
息
し
て
お
り
、
注
意
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
に
マ
ダ
ニ
が
つ
く
こ
と
が

あ
り
、
ペ
ッ
ト
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、

ペ
ッ
ト
が
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
た
め
に

・帽
子
や
手
袋
、首
に
タ
オ
ル
を
巻
く
な
ど
、

肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

・
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
シ
ャ
ツ
の

裾
は
ズ
ボ
ン
の
中
に
、
ズ
ボ
ン
の
裾
は
靴

下
の
中
に
入
れ
る
。

・
サ
ン
ダ
ル
は
避
け
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴

を
は
く
。

・
マ
ダ
ニ
を
見
つ
け
や
す
く
す
る
た
め
、
明

る
い
色
の
服
を
着
る
。

※
屋
外
活
動
後
は
入
浴
し
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま

れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
時
の
対
処
法

・
無
理
に
引
き
抜
く
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
体

内
に
残
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関

（
皮
膚
科
な
ど
）
で
処
置
を
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う

・
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
、
数
週
間
程
度
は

体
調
の
変
化
に
注
意
し
、
発
熱
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

【
口
の
環
境
は
免
疫
力
に
も
関
係
し
ま
す
】

お
口
の
細
菌
は
飲
み
込
ま
れ
て
腸
に
届
き

ま
す
。
腸
は
免
疫
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
た

め
、
腸
内
バ
ラ
ン
ス
が

乱
れ
る
と
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
毎
日
の

歯
み
が
き
や
口
腔
ケ
ア

を
見
直
し
、
健
康
維
持

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

飼
い
猫
の
不
妊
手
術
（
避
妊
）

費
用
補
助
金
交
付
に
つ
い
て

紀
美
野
町
で
は
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
で

メ
ス
の
飼
い
猫
を
対
象
に
不
妊
手
術（
避
妊
）

費
用
補
助
金
を
次
の
と
お
り
交
付
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
手
続
き
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
手
術
を
受
け
た
年
度
の
３
月
31
日
ま
で

■
補
助
金
額

　
手
術
費
用
の
１
／
２
（
１
０
０
円
未
満
は

切
り
捨
て
）
又
は
、
１
０
，０
０
０
円
の

い
ず
れ
か
低
い
金
額
を
補
助

※
補
助
金
の
交
付
は
年
１
匹
で
、
野
良
お
よ

び
営
利
目
的
で
飼
養
し
て
い
る
猫
は
対
象

外
で
す
。

問　
保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
福
祉
だ
よ
り

紀美野町HP紀美野町HP
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６
月
20
日
～
７
月
19
日
は
、和
歌
山
県「
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動
で
す
。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
大
麻
等
の
薬
物
乱
用

は
、人
間
の
生
命
は
も
と
よ
り
、国
の
安
全
・

安
定
を
脅
か
す
な
ど
、
深
刻
な
社
会
問
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
も
、
乱
用
薬
物
の
多
様
化

や
低
年
齢
化
、
さ
ら
に
は
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の

乱
用
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

こ
の
普
及
運
動
は
、官
民
が
一
体
と
な
り
、

県
民
一
人
一
人
の
薬
物
乱
用
問
題
に
関
す
る

認
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
薬
物
乱
用
防

止
に
繋
が
る
た
め
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
窓
口

〇
海
南
保
健
所　
衛
生
環
境
課

　
平
日
９
時
～
17
時
45
分

　
　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
８
８
２
５

〇
ド
ラ
ッ
グ
リ
カ
バ
リ
ー
ラ
イ
ン

　
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日　
７
時
～
23
時

　
　
℡ 

０
７
３
‐
４
２
３
‐
４
９
５
１

問　

紀
美
野
町
保
健
福
祉
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

紀
美
野
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
夫
婦
と
し
て

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
す
る
世
帯

を
対
象
に
、
結
婚
に
伴
う
費
用
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
婚
姻
後
１
年
未
満
の
夫
婦

②
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が
49

歳
以
下

③
住
民
票
が
町
内
に
あ
り
、
現
に
町
内
在
住

夫
婦

④
町
が
指
定
す
る
講
座
の
受
講
等
を
実
施
し

た
夫
婦

■
対
象
経
費

①
新
居
（
賃
貸
物
件
）
の
住
宅
費
、

　
家
賃
、
敷
金
・
礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手

数
料

②
新
居
（
賃
貸
物
件
）
へ
の
引
越
費
用

　
引
越
業
者
や
運
送
業
者
に
支
払
っ
た
引
越

費
用

■
補
助
金
額

　
支
給
上
限
30
万
円
を
満
た
す
ま
で
の
右
記

対
象
経
費
額

　
毎
年
度
交
付
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
際
は
、
事
前
に
企
画

管
財
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

企
画
管
財
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

６
月
26
日
は
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅

デ
ー

結
婚
新
生
活
支
援
事
業　

紀
美
野
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
全
国

の
皆
さ
ま
か
ら
令
和
７
年
度
中
に
、
１
４
，

０
３
９
件
、
２
０
０
，８
２
３
，１
０
０
円
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

頂
戴
し
た
ご
寄
附
は
、
奨
学
金
返
還
の
助

成
、
新
成
人
へ
の
ふ
る
さ
と
産
品
の
送
付
、

防
犯
灯
の
設
置
及
び
修
理
、
防
災
組
織
訓
練

や
資
機
材
の
購
入
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
等
助

成
、
こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
助
成
、
小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
、
創
業

支
援
補
助
等
、
町
の
発
展
の
た
め
有
意
義
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
こ
と
に
関
し
ま

し
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
掲
載

い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支

援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

問　

企
画
管
財
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

令
和
７
年
度
紀
美
野
町
ふ
る
さ
と

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金
に
つ
い

て
の
報
告

令和７年度紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金実績
寄附件数（単位：件） 寄附額（単位：円）

１．みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 620件 9,522,500円
２．住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 974件 12,845,500円
３．安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 1,302件 17,670,500円
４．福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 1,153件 16,413,100円
５．豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 2,025件 28,378,500円
６．活気のあるまちづくり（活力ある産業） 1,057件 15,201,500円
７．特に指定しない事業 6,908件 100,791,500円

合　計 14,039件 200,823,100円

紀美野町HP

紀美野町HP
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■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489 - 5915　青少年センター：℡ 489 - 5909　　■文化センター：℡ 495 - 9055
■中央公民館：℡ 489 - 2877　　■小川地区公民館：℡ 489 - 4511　　■志賀野地区公民館：℡ 489 - 5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495 - 3127　　■みさと天文台：℡ 498 - 0305　　■農村総合センター：℡ 495 - 3212

ふれあいネット生涯学習情報 ふれあいネット

■日　時：7月8日（水）14時～ 15時30分　雨天決行
①講　義：畝の作り方、土作り、栽培時の注意点や病害虫対策について学びます。
②実　習：秋収穫のスイートコーンの種まきをしながら、種の向きや深さ、土のかぶせ方、
　　　　　水やり時の注意点から収穫までの栽培方法のポイントを学びます。
　　　　　※定植・栽培は各自が行い講師は収穫までの管理を行いません。
　　　　　※畑が使用できない場合のプランターでの栽培方法も学びます。
■場　所：志賀野地区公民館（会議室・駐車場）
■定　員：5人（先着順）■参加費1,000円　
■持ち物：タオル・手袋・帽子・飲み物・汚れても大丈夫な服装（屋外作業もあります）
■講　師：大岩　和也　氏　（元農林大学校教員）
■申込先：6月10日（水）より電話受付開始
　　　　　志賀野地区公民館　℡ 489 ‐5145（火曜を除く13時～ 17時）
　　　　　※詳しくは、電話でお問い合わせください。

パークゴルフ町民交流大会『夏』参加者募集！

志賀野地区公民館講座　家庭菜園教室　～おいしい野菜作りを学びましょう～

パークゴルフ未経験者大歓迎！飛び賞も当たるかも・・・！？
■対 象 者：紀美野町在住で中学生以上の方
■日　　時：７月８日（水）　９時～受付　９時30分～開始
　　　　　　予備日　７月15日（水）※時間は同じ
　　　　　　※小雨決行（荒天時は７時に態度決定）
■場　　所：紀美野町のかみふれあい公園パークゴルフ場（東西コース集合）
■競　　技：東西コース18ホール　※順位はつけません。
■主　　催：紀美野町パークゴルフ協会
■申込期限：６月24日（水）17時まで　参加費１人400円
■申込方法：・参加申込書（任意様式）に、住所・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・電話番号・クラブと

ボールのレンタルの有無・予備日の参加可否を記入し、参加費を添えて、事務局までお申し込
みください。複数名での参加も可能です。ただし、組み合わせについては、事務局で決めさせ
ていただきます。

　　　　　　・団体（生石パークゴルフ協会、本郷パークゴルフ愛好会、町老人会パークゴルフ部）　に所属
している方は、団体からお申し込みください。

問　紀美野町パークゴルフ協会事務局（紀美野町教育委員会 教育課内）℡ 489 ‐5915

「少年メッセージ2026」海草地方大会
　紀美野町、海南市内の８中学校各代表生徒による「少年メッセージ2026」海草地方大会を、下記のとおり開
催します。本大会は、少年メッセージ和歌山県大会の予選として開催しており、生徒たちの発表にも力が入り、
大変有意義な大会となっています。
■趣　旨：次代を担う青少年が、日々生き生きと生活し、心身共に健やかな成長をなし得ることは、地域のす

べての人々の願いです。そこで、中学生による意見発表の場を設け、少年たちが「今、何を考え、
どう生きようとしているか」などを発表し、青少年に対する正しい理解と信頼を深め、併せて、郷
土の未来を背負う若い世代の健全な育成を図ることを目的とします。

■日　時：６月21日（日）14時～（生徒による発表は、14時30分頃から開始予定）
■場　所：紀美野町文化センター（紀美野町神野市場217　℡ 495 ‐9055）
■主　催：海草地方青少年育成推進員等連絡協議会
■協　賛：紀美野町青少年育成町民会議・海南市青少年育成市民会議
　（予定）　海草地方子ども会連絡会・海南東ロータリークラブ・下津ライオンズクラブ
■後　援：紀美野町教育委員会・海南市教育委員会・公益社団法人和歌山県青少年育成協会
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『本に出会う・読書を楽しむ』　　　— 下神野小学校 —学　校
だより

本校では、昨年度から読書推進教諭が中心となり、さまざまな読書活動についての取り組みを進めています。
昨年度は、週に１回の朝読書の時間を設定したり、授業の中で本のポップ作りやビブリオバトル等に取り

組んだりしました。また、家族で取り組む年２回の「家族読書」の実施や、読書推進教諭が、毎週読み聞か
せをこども園で行い交流しました。昨年度の取り組みに加え、今年度から図書だよりで、先生のおすすめの
本を紹介し、図書室に掲示しています。４月の朝集会には文化委員・職員で「全校読み聞かせ」を実施しま
した。また、４月から５月には、各学年で設定した冊数を読むとガチャガチャを回せるイベント「読書ガチャ」
を実施しました。今後も本にふれあう機会を増やし、子ども達の読書意欲・習慣に結び付くきっかけとなれ
ばと考えています。

■内　　容：破れた所を繕うダーニングという技法や、刺繍、ステッチなどを学び、手を加え
て服や小物（布製のカバンなど）を可愛くリメイクしたり、補修したい物など繕っ
たりします。またオリジナルなブローチを作ります。

■日　　時：７月４日（土）13時30分～ 15時30分
■場　　所：小川地区公民館　２階視聴覚室
■対　　象：高校生～大人
■定　　員：10人（先着順）※1人のみの参加の場合は開催しません
■参 加 費：2,000円
■持 ち 物：破れた所を修復したいものや、手を加えて可愛くしたい服や布もの、
　　　　　　靴下やニットなどあればご持参ください。
■講　　師：塩崎　愛子　氏
■申込期間：６月５日（金）～７月１日（水）17時まで
■申 込 先：小川地区公民館　℡ ４８９ ‐４５１１（火曜除く13時～ 17時）

小川地区公民館企画
イギリス発祥のかわいいお直し技法　ダーニング講座

～栗コーダーカルテット ファミリーコンサート～
■日　時：8月30日（日）14時00分開演（13時15分開場）
■会　場：紀美野町文化センター みさとホール
■出　演：栗コーダーカルテット（栗原正己・川口義之・関島岳郎）
　　　　　サポートゲスト：安宅浩司

【プロフィール】
　NHK Eテレ「ピタゴラスイッチ」や、通称「やる気のないダースベイダーのテーマ」などでもお馴染みの
インストゥルメンタル・バンド。映画、テレビ、舞台、CMへの楽曲提供を含め、参加CD多数。0歳からシルバー
世代までが集うファミリーコンサートやロックフェス、クラシックイベントなど多方面に出演し、あらゆる
層から歓迎されています。今回は、ワールドスタンダード他で活躍するギタリストの安宅浩司を迎えた4人が、
紀美野町にやってきます。ご来場の皆さまと合奏するプログラムも！
■プログラム（予定）：♪小組曲「ピタゴラスイッチ」♪マヨネーズ第二番
　　　　　♪ふるさと（ご来場の皆さまと合奏＆合唱！ソプラノリコーダーがある方はお持ちください。）
■入場料：前売一般3,000円・18歳以下1,500円（全席指定）※3歳以下ひざ上無料。
　　　　　※当日券はそれぞれ＋500円、前売券完売の場合、当日券なし
■チケット販売開始日：6月17日（水）９時30分から販売開始(９時30分〜 17時の間に販売します。) 
■チケット販売場所：文化センター (毎週月曜、火曜は休館日)・中央公民館(毎週火曜、祝日は休館日) 
問　文化センター ℡ ４９５‐９０５５

文化センター自主事業を開催します！
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■
新
刊
情
報

【
中
央
公
民
館
】

「「
徹
子
の
部
屋
」
の
50
年
」

「
徹
子
の
部
屋
」
制
作
委
員
会　
編

「
幽
民
奇
聞
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
川
光
太
郎　
著

「
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
謎
図
鑑
」　　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

「
ほ
し
の
ぎ
ん
か
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
書

【
志
賀
野
地
区
公
民
館
】

「
カ
フ
ェ
ー
の
帰
り
道
」　　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
津
輝　
著

「
発
達
障
害
で
Ｉ
Ｔ
社
長
の
僕
」　　
　
　
　
齋
藤
秀
一　
著

「
人
生
１
０
０
年
時
代
50
歳
か
ら
の
「
く
ら
し
と
税
」」

嘉
悦
健
太　
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
人
生
を
変
え
て
く
れ
た
ペ
ン
ギ
ン
」

　
ト
ム
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル　
著

「
今
を
春
べ
と
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
亜
希
子　
著

「
か
み
な
り
せ
ん
に
ょ
と
い
な
づ
ま
せ
ん
に
ょ
」　　
児
童
書

【
１
０
０
冊
表
彰
】
池
尻
陽
飛
（
野
上
小
学
校
）

【
１
０
０
冊
表
彰
】
池
尻
隼
大
（
野
上
小
学
校
）

【
６
０
０
冊
表
彰
】
松
本
裕
莉
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
央
公
民
館
と
文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
図
書
室
の
蔵
書
検
索
が
で
き
、
貸
出
状
況
の

確
認
や
貸
出
中
の
本
の
予
約
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４
月
12
日
（
日
）
文
化
セ
ン
タ
ー
み
さ
と
ホ
ー
ル
に
て
、

き
み
の
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
20
回
を
記
念
し
て
、
今
ま
で
の
活
動
を
ふ
り
返
る
映
像

と
と
も
に
、
そ
の
当
時
の
合
唱
曲
を
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
賛
助
出
演
し
て
い
た
だ
い
た
「
リ
リ
ア
ン
コ
ー

ル
・
き
み
の
」
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
合
唱
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」
も
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

き
み
の
児
童
合
唱
団
は
、
新
し
い
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

雉き
じ

鳴な

く
を
一
番
鳥
の
声
と
し
て　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

散さ
ん

瞳ど
う

の
眼

ま
な
こ

覗の
ぞ

か
れ
万ば

ん

愚ぐ

節せ
つ　

　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

裸ら

婦ふ

像ぞ
う

に
恥
ぢ
ら
ひ
す
こ
し
花
の
雨　
　
　

手
拝
裕
任

形
変
へ
つ
つ
ゆ
つ
く
り
と
花は

な

筏い
か
だ　

　
　
　
　

中
島
走
吟

あ
た
た
か
や
い
つ
も
ゼ
ロ
か
ら
万
歩
計　
　

潰
崎
美
光

花
時
を
知
ら
ぬ
犬
連
れ
花
の
下　
　
　
　
　
　

浦
貴
子

降
る
雨
は
浸し

み
て
泉
の
湧
く
ご
と
く

　

刻と
き

を
め
ぐ
ら
せ
球
根
芽
吹
く　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

解ほ
ぐ

れ
ゆ
く
薄
紅
色
の
芍し

ゃ
く
や
く薬
に

　

昼
か
ら
夕
へ
し
と
ど
降
る
雨　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

深
呼
吸
大
き
く
な
せ
ば
胸

き
ょ
う
ち
ゅ
う

中
の

　

も
や
が
溶
け
ゆ
く
緑
の
山
に　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

う　

た　

の　

小　

道

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　
図
書
室
だ
よ
り

い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
紀
美
野
町
図
書
室
の
ご
案
内

第
20
回
き
み
の
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

暁
に
最
初
に
鳴
く
一
番
鳥
と
言
え
ば
鶏
の
「
コ
ケ

コ
ッ
コ
ー
」
が
、
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

の
句
で
は
春
の
季
語
で
も
あ
る
雉
の
鳴
き
声
が
一

番
鳥
の
声
な
の
で
あ
る
。
飼
っ
て
い
る
鶏
で
は
な

く
、
野
生
の
雉
が
作
者
の
身
近
に
生
息
し
て
い
る
よ

う
だ
。
雉
の
声
を
聞
き
分
け
ら
れ
る
の
も
さ
す
が
で

あ
る
。



6月

4月の人口の動き（令和８年４月１日～ 30日）　転入11人　転出29人　出生1人　死亡7人

総人口　7,413人（−24）［男 3,445人（−18）女 3,968人（−6）］
世帯数 3,880世帯（−7）　　紀美野町面積　128.34㎢
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行事名 日　時 開催場所 問い合わせ先（０７３）

移動町長室 25日（木） 美里支所 住民室
総務課

495 - 3471
489 - 5912

行政相談 18日（木）
13時～ 15時

中央公民館
美里支所 総務課 489 - 5912

障害者巡回相談 17日（水）
10時～ 11時30分 総合福祉センター 療育センターAOI

障害児者相談支援事業所らん
483 - 0454
488 - 6314

こども園開放

10日（水）・24日（水）
10時～ 11時 きみのこども園 きみのこども園 489 - 2144

３日（水）・10日（水）・17日（水）
・24日（水）　10時～ 11時 こうのこども園 こうのこども園 495 - 2049

コアラ教室
（生後1年6か月～入園まで）

16日（火）
９時30分～ 11時30分 子育て支援センター

子育て支援センター

※育児相談は、希望さ
れる方法（来所・電
話・訪問）にてお受
けしています。

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。

489 - 6700

カンガルー教室
（生後3か月～ 1年6か月まで）

26日（金）
９時30分～ 11時 こうのこども園

コアラ・カンガルー合同教室
(生後3か月～入園まで）

３日（水）
９時30分～ 11時30分

子育て支援センター

「野いちごの会」による
絵本の読み聞かせ 11日（木）10時30分～

クラフト教室 30日（火）10時～
育児相談 随　時

一時預かり保育 毎週月曜日・木曜日
９時30分～ 15時30分

犬・猫の飼い方講習会 ７日（日）・13日（土）・25日（木） 動物愛護センター 動物愛護センター 489 - 6500
クリニック

（健康診断書発行） ８日（月）・22日（月）
９時30分～ 10時15分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 - 0600

性感染症検査・肝炎ウイルス検査
検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 10日（水）13時30分～
22日（月）14時～

骨髄バンクドナー登録検査 ８日（月）・22日（月）
10時30分～ 11時30分

エイズ即日検査 22日（月）17時～ 19時
医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

居場所　きみのスマイル ３日（水）・17日（水）
10時～ 15時

ゲストハウス
「のぞみ」

子育て推進課
（こども家庭支援センター）

080 - 8900 -
5910

じどうかん陶芸教室 20日（土）
10時～ 11時30分

紀美野町役場
工芸美術室 子育て推進課 489 - 9966

紀美野町の人口
【令和8年4月末現在】

（　）内は前月比

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制
予約制

予約制

予約制

予約制

予約制
予約制

予約制

予約制 ：問い合わせ先までご予約ください。行事・相談のおしらせ

６
月
７
日
（
日
）
～
13
日
（
土
）

は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

●
危
険
物
を
取
り
扱
う
時
の
注
意

点
〇
ガ
ソ
リ
ン
は
非
常
に
揮
発
し
や

す
く
、
使
用
す
る
際
に
は
可
燃

性
の
蒸
気
が
発
生
し
、
近
く
に

火
気
が
あ
る
と
簡
単
に
引
火
し

ま
す
。

　
　
発
電
機
な
ど
の
機
器
に
燃
料

を
入
れ
る
際
は
、
機
器
を
必
ず

停
止
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
中

に
給
油
す
る
と
、
引
火
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

〇
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
容
器
を
直

射
日
光
の
当
た
る
場
所
や
気
温

の
高
い
場
所
に
置
い
て
い
る

と
、容
器
内
の
圧
力
が
高
ま
り
、

ふ
た
を
開
け
た
際
に
噴
き
出
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン

を
入
れ
た
容
器
は
冷
暗
所
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

紀
美
野
町
消
防
本
部
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有料広告

ニホンザルの出没や被害の状況を把握するため、和歌山県では生息状況調査（地域への聞き取り調査）を以
下の要領で実施予定です。つきましては本調査に対するご理解とご協力をよろしくお願いします。

調査主体：和歌山県
目　　的：聞き取り調査によるニホンザルの出没・被害状況の把握
期　　間：令和８年７月から９月
場　　所：ニホンザルの群れ出没地域

〈調査主体〉和歌山県農林水産部農業生産局
　　　　　 鳥獣対策課　担当：菊池
　　　　　 TEL：073‐ 441‐ 2906

ニホンザル　生息状況調査のお知らせ 問　紀美野町役場産業課
　　℡ ４８９‐５９０１

阿
あ
部
べ
　心

み
玲
れい
ちゃん

令和５年６月生
「今年からうめ組さん♥
元気に登園してね♥」

お子さんの成長を
掲載しませんか？

広報誌の発行月に誕生日を迎える
町内の満１～３歳のお子さんの写真
を募集しています。

詳しくは申込フォームをご覧くだ
さい。
問　総務課
　　℡ ４８９‐５９１２

今
いま
田
だ
　心

こ
々
こ
ちゃん

令和７年６月生
「皆さんに育てられて
大きくなりました♥」

6月

1歳 3歳


